
 

西宮回生病院 研究実施のお知らせ 

 

 当院で実施しております以下の研究についてお知らせ致します。 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

研究課題名 
大腿骨近位部骨折患者におけるサルコペニアの有無が歩行改善に及ぼす影響

[倫理審査受付番号：第  70  号]  

研究責任者氏名 蔵本 匡平 

研究期間 許可日 〜2024年 3月 31日 

研究の対象 

以下に該当する利用者さんを研究対象とします。 

2019 年 4 月以降に当院回復期リハビリテーション病棟入院し、2023 年 3 月

までに退院した大腿骨近位部骨折患者 

受診日：西暦 2021年 1月 1日〜2023年 3月 31日 

研究に用いる 

試料・情報の種類 
□ 試料等 ☑︎カルテ情報 □アンケート □その他（       ） 

研究目的・意義 

【研究目的】サルコペニアを有する大腿骨近位部骨折患者は 33〜58％で、死

亡率や術後の回復に関連しているが明らかになっているが、歩行改善にどの

ように影響するかの報告は少ない。大腿骨近位部骨折患者に対し理学療法を

行う上で、歩行獲得を目指すことは重要な課題であり、目標設定を検討する

上で歩行獲得の実現可否を予測する必要がある。本研究は、大腿骨近位部骨

折患者を対象に、サルコペニアの有無が歩行改善に影響するかの検証を行う

ことを目的とする。 

【意義】大腿骨近位部骨折患者に対し、早期より歩行獲得の実現可否を予測

し、円滑な退院支援をするために活用します。 

研究の方法 

カルテより下記の内容を抽出し、サルコペニア無群・有群で歩行改善に影響

があるのか比較検討を行います。 

◯利用させて頂く情報 

・入院時 

年齢・性別・握力・SMI（筋肉量） 

・入院時・退院時 

FIM（日常生活動作）：総得点・運動項目・認知項目・歩行・トイレ動作 

在院日数 



外部への試料・情報

の提供 

当該研究の結果を他の機関に提供する場合は、個人情報の取扱い、提供先の

機関名、提供先における利用目的が妥当であること等について倫理審査委員

会で審査した上で提供する。また、研究の成果を公表する際は，研究対象者

を特定できないように匿名化した上で公表する。 

研究組織 本研究は西宮回生病院の単独研究である。 

個人情報の 

取扱い 

収集したデータは、誰のデータか分からないように加工した（匿名化といい

ます）上で、統計的処理を行います。国が定めた「人を対象とする生命科学・

医学系研究に関する倫理指針」に則って、個人情報を厳重に保護し研究結果

の発表に際しても、個人が特定されない形で行います。 

本研究に関する 

連絡先 

診療科名等：西宮回生病院 リハビリテーション部  

担当者氏名：蔵本 匡平 

[電話] （平日・土：9～17時）0798－33－0601 

 


